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井
関
村
の
天
明
３
年(

１
７
８
３)

の
年
貢

割
付
状
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
引
高
＝
年
貢
が

免
除
さ
れ
る
分
を
み
る
と
、
３
０
７
石
ほ
ど
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
29
石
ほ
ど
は
池
代

と
し
て
毎
年
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
残
り
の

２
７
８
石
ほ
ど
が
不
作
の
分
と
な
り
ま
す
。
井

関
村
の
村
高
は
８
７
２
石
ほ
ど
な
の
で
、
引
高

が
三
割
を
超
え
る
大
変
な
凶
作
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
天
明
３
年
は
江
戸
四
大
飢
饉
の
一
つ
の
『
天

明
の
大
飢
饉(

き
き
ん)

』
が
発
生
し
た
年
で
、

井
関
村
も
大
飢
饉
に
襲
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
引

高
の
数
字
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
天
明
の
大
飢
饉

で
は
７
月
に
浅
間
山
が
噴
火
し
た
こ
と
で
冷
害

が
発
生
し
、
ま
た
『
水
戸
紀
年
』
に
は
作
物
の

水
損
も
多
か
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
多
雨
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
井
関
村
に
設
定
さ
れ
た
引

高
の
大
部
分
も
「
水
腐
」
に
よ
る
も
の
で
、
冷

害
と
多
雨
か
ら
作
物
の
生
育
不
良
が
発
生
し
凶

作
に
至
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
貢
割
付
状
か
ら
は
災
害
や

天
候
不
順
の
影
響
と
い
っ
た
年
毎
の
地
域
の
様

子
を
読
み
取
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
33
回
企
画
展

「
土
地
の
記
録
」

期
間
／
10
月
１
日
日
ま
で
開
催
中

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

シリーズ214

「大飢饉の記録」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【９月の休館日】
４日月・11日月・13日水～ 19日火・23日土・
25日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

◆こども図書館本の森
２日土　おはなし玉手箱（午前10時～）
21日木 ひよこのおはなしかい
（午前 10時 30分～）
30日土 むかしむかしのおはなし会
（午前 10時～）
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
９日土 おはなしフレンズ

▲天明３年（1783）井関村卯御年貢可納取附事

第 13回大人のためのおはなし会
▶年に一度開催している大人のためのおはなし
会です。民話、小説、エッセイなど心に響く
作品を朗読します。
日時：10月７日土　午後１時～３時 30分
ゲスト：フリーアナウンサー 鈴木もえみ 氏（元フジテレビ 
ひらけ！ポンキッキ！８代目お姉さん）
参加方法：当日先着順にてご案内
問い合わせ：中央図書館朗読同好会代表（東）　℡ 22-2790

特別図書整理期間による

　休館のおしらせ
９月13日水～ 19日火

休館期間

中央図書館、こども図書館本の森、郷の本
棚やさと図書館、東地区公民館図書室、城
南地区公民館図書室

休館・休室場所

▶資料を返却する場合は、中央図書館玄関脇の返却ポストま
　たは八郷総合支所玄関前の返却ポストをご利用ください。
　ただし、CD-ROM付の図書は破損防止のため、ポスト
　に入れないで開館日に直接カウンターへお返しください。
　東地区公民館・城南地区公民館でも返却することができます。 
※休館に伴い、8 月 30 日～ 9月 5日までの間は、貸出期
間を 3 週間に延長します。 



　石岡茶道会は表千家と裏千家の２流派で活
動しており、会員は約 30人です。 
　茶道では、伝統文化として四季折々の季節
感を一碗の茶で頂きます。 
　また、茶道で学んだ和の心や、おもてなし、
そして礼儀作法は日々の生活に活かすことが
できます。私達と一緒に茶道を学びませんか。 
　10 月 22 日に石岡プラザホテルで茶会を
開催します。興味のある人は、ぜひご参加く
ださい。
※参加費お茶券 1,000 円をご負担いただき
ます。車でお越しの人は、石岡プラザホテ
ル前駐車場をご利用ください。
年会費：無料
問石岡茶道会（塚原）　℡ 26-2385

第 45回

「石岡茶道会」
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人
生
は
山
谷
あ
り
て
ハ
ラ
ハ
ラ
ね

う
ぐ
い
す
や
美
し
き
声
庭
の
華

投
稿
作
品

亡
母
の
太
巻　
な
ぞ
っ
た
味
に　
亡
父
の
笑
顔
も　
思
い
出
す

下
げ
た
風
鈴　
夫
婦
で
ご
ろ
寝　
風
を
呼
び
こ
む　
夏
座
敷

ヤ
ン
グ
マ
マ
達　
五
色
の
浴
衣　
歌
い
踊
っ
て　
の
ど
自
慢

日
焼
け
白
い
歯　
球
児
が
走
る　
迫
る
大
会　
夏
の
陣

空
は
夏
雲　
霞
ヶ
浦
に　
浮
か
ぶ
観
光　
帆
引
き
船

伊
勢
の
赤
福　
縁
起
が
良
く
て　
厄
も
除
け
る
と　
す
ぐ
売
れ
る

雲
の
切
れ
間
の　
天
使
の
梯
子　
嬉
し
予
感
の　
梅
雨
の
午
後

そ
ん
な
時
代
も　
あ
っ
た
ね
な
ん
て　
時
を
昭
和
に　
巻
き
戻
す

石
岡
俚
謡
会

反
応
が
遅
い
こ
れ
っ
て
親
ゆ
ず
り

口
車
み
ん
な
上
手
に
乗
せ
ら
れ
る

さ
よ
な
ら
と
不
協
和
音
が
駆
け
て
い
く

C
M
を
見
る
た
び
欲
し
く
な
る
サ
プ
リ

い
し
お
か
川
柳
会

庭
先
の
日
々
新
た
な
り
百
合
の
花

万
緑
や
丘
に
真
白
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

転
び
寝
の
吾
に
ま
つ
は
る
蠅
一
匹

風
の
道
広
げ
風
待
つ
昼
寝
か
な

や
さ
と
俳
句
会

朝
涼
の
靄
が
歩
け
と
背
中
押
す

郷
愁
の
薫
り
小
箱
に
天
瓜
粉

涼
風
に
一
息
つ
く
や
風
見
鶏

子
守
歌
園
か
ら
流
れ
合
歓
の
花

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

佐
川　
裕
一
（
三
村
）

田
邊　
一
夫
（
若
松
）

小
川
野　
蛙
（
府
中
）

前
島　
く
に
子
（
貝
地
）

暁　
夢
華
（
総
社
）

若
色　
茂
（
山
崎
）

醍
醐　
正
夫
（
東
大
橋
）

坂
下　
蜻
蛉
（
国
府
）

香
倶
耶
姫
（
南
台
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

関　
き
み
子
（
柿
岡
）

助
川　
浩
史
（
府
中
）

桜
井　
紀
美
子
（
青
田
）

小
松
崎　
一
枝
（
国
府
）

石
田　
誠
一
郎
（
瓦
谷
）

國
谷　
南
風
（
瓦
谷
）

岡
村　
素
泡
（
柿
岡
）

中
島　
れ
い
子
（
部
原
）

森　
ま
さ
え
（
東
光
台
）

前
川　
豊
美
（
石
岡
）

小
池　
つ
と
夢
（
貝
地
）

一
色　
し
の
ぶ
（
総
社
）


